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☆春がそこまでやってきました☆ 

雪の多かった冬でしたが、道路の雪もようやくとけてきてアスファルトの出た道を気持

ちよく車で走れる日が多くなりました。春めいた日差しがポカポカと降り注ぎます。３

月１１日、昨年の東日本大震災からはや１年がたちましたが、被災者の方々が以前通り

の日常を取り戻す日が一日も早く来ますように心から願っております。 

◆日帰りミニ旅行！層雲峡氷曝祭りへ行って来ました 

移動支援で層雲峡へ行きたいという利用者さんの希

望で、氷曝祭りを見に行って来ました。利用者さん

２名とサポートの職員２名でバスに乗り込み層雲峡

へ。氷の洞窟は幻想的でとてもきれいでした。利用

者さんも写真をいっぱい撮っていました。お昼はあ

ったかいおしるこやラーメンを食べてあたたまりま

した。とてもたのしい日帰りミニ旅行でした。 

移動支援を利用してどこかへ出かけてみたい方はお気軽に旅とぴあまでご連絡下さい。 

◆外国人旅行者受入のためのモニターツアー協力 

 3 月 15 日（木）、札幌在住留学生にモニターとなってもらい、車椅子利用の外国人

のための観光調査（北海道インバウンド事業）に協力、英会話や車イスの介助方法を学

ぶ研修会がありました。旅とぴあ北海道からは車イス介助の講師として、下間（堀・曽

我部）が介護技術指導を実施。前回の研修会では車イス介助を重視に学びましたが、今

回は実際に外国人に車椅子に乗ってもらい、英語で会話をしながら札幌市内を観光する

といった研修でした。タクシー運転手の参加者は介助も英語も初心者で、どちらを頑張

るのにも大変そうでした。このような研修会に参加希望する方は、機会があれば是非参

加してみて下さい。私も英語は苦手なので「これからの為にも覚えなきゃなぁ～」と痛

感させられる研修会でした。（堀） 
  札幌の地下歩行空間や時計台などでの介助法を学ぶ    “STV どさんこワイド”のカメラクルーが取材に、

TV で放映されました 
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◆きょうはみんながたこやき屋さん 

児童ディサービスでは月に何度か、手作りおやつの日を設けていま

す。この日はたこ焼き作りに挑戦しました。自分で作ったおやつは

格別おいしいようで、みんな「おいしい

ねぇー」と言っていっぱい食べていまし

た。なかにはひとりで１０個以上食べた

子もいましたよ！次は何を作ろうかな？

みんな楽しみにしていてください。 

 

◆ダンボールのキャタピラーで Go！！ 

児童ディサービスで、色々なダンボール工作を作って遊んでいます。サッカー盤や手作

りカルタ等々。なかでも最近の一番人気はキャタピラー。中に入ってブルドーザー、体

に巻けば電車だよ！丸めておけばお風呂に変身。手作りオモチャにみんな興味津々です。 

   

◆牛乳パックの空き

箱をまだまだ集めています 

１月のぴあ通信でお願いした牛乳パックの空き箱は、だいぶ集まりまし

た。御協力ありがとうございます。「牛乳パックの家」等の大きな作品

を作る予定でして、今もまだまだ集めています。ご家庭に牛乳パックの

空箱のあるみなさん、ご協力をお願い致します。 
 

 

☆ チームぴあどらごんからのお知らせ ☆ 

４月のよさこいソーラン練習日です 

      日時    ４月２２日（日） １０：００～１２：００ 

      場所    おぴった体育館 

      移動支援を利用される方は、ぴあねっとまでお申し込み下さい 

                                                 


